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道の駅 南えちぜん山海里 

花はす公園 今庄宿 

越前水仙 



 日ご ろ よ り 、 南越前町のま ち づく り につき ま し て 、 格別のご 支

援、 ご 協力を 賜り 、 心よ り お礼申し 上げま す。  

ま た 、 令和４ 年８ 月の大雨災害から の復興は着実に進んでおり 、

こ れま でのご 支援、 ご 協力に対し 、 改めて 感謝申し 上げま す。  

さ て 、 本町は本年５ 月公表の令和７ 年国勢調査速報値によ る と 、

人口が８ ， ９ ４ ９ 人と な り 、 前回調査よ り １ ， ０ ０ ０ 人以上減少

する な ど 、 人口減少が加速し て おり ま す。  

少子高齢化の進行に伴い、 医療・ 介護人材の確保や交通空白地

域への対応な ど 、 本町を 取り 巻く 課題は深刻化し て おり 、 人口減

少に適応し た 持続可能な ま ち づく り が急務と な っ て おり ま す。  

一方で、 旧北陸線ト ン ネ ル群や今庄宿、 河野の北前船主通り な

ど 、 先人た ち が守り 続け て き た 歴史遺産が相次いで文化財等の指

定を 受け 、 地域活性化の大き な 強みと な っ て いま す。  

ま た 、 年間１ ２ ０ 万人が訪れる 道の駅「 南え ち ぜん山海里」 を

観光振興の拠点施設と し て 位置付け て おり 、 北陸新幹線敦賀開業

や今後の中部縦貫自動車道の県内全線開通、 国道３ ６ ５ 号栃ノ 木

峠道路の開通を 、 交流人口及び関係人口の拡大につな げる 好機と

捉え て おり ま す。  

こ う し た 機会を 生かし な がら 、 地域産業の振興、 観光拠点の整

備、 地域医療・ 介護体制の充実及び公共交通網の維持・ 強化を 図

る た めには、 県のさ ら な る 支援が不可欠であ り ま す。  

つき ま し て は、 次に掲げる 事項は、 本町の魅力あ る ま ち づく り

と 持続的な 発展を 進める う え で極めて 重要であ り ま すので、 そ の

実現に特段のご 配慮を 賜り ま すよ う お願い申し 上げま す。  

 

 令和８ 年８ 月３ １ 日 

 

南越前町長 仲 倉 典 克 
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〔 農林水産部〕  

 

 

南越前町への農業総合施設の整備について 

 

 

福井県内の農業従事者は年々減少し ており 、農業の４ Ｋ を 進める ためには、

農業の魅力の全国発信によ る 販路拡大や人材確保の強化、中山間地域でのス

マート 農業の展開や鳥獣害対策の強化など が重要と なっ ていま す。  

こ のよ う な中、当町は、福井県農業の更なる 発展に向けた研究、技術開発、

機能強化を 目的に、 農業試験場等の機能集約や再編、水田経営の担い手育成

に向けた育成機関の設置、農業経営アク セラ レ ーショ ン セン タ ーの体制強化、

観光連携、 効果の見える 鳥獣被害防止対策、 2050 年カーボンニュ ート ラ ル

に向けた技術開発、 先進的な農業 AI の開発など 、 農業の基幹事業を 福井県

と 協働し 展開し たいと 考えており ま す。  

当町は、 福井県の中心部に位置し 、 嶺北と 嶺南、 福井県と 関西・ 中京方面

を 結ぶ要所であり 、 観光産業の面では、 国県道、 鉄道、 高速道路と いっ た主

要交通網が整っ ており 、 年間 120 万人が訪れる 道の駅「 南えちぜん山海里」

を 中心に、 年間の県外客は県内ト ッ プク ラ ス と なっ ていま す。  

主産業である 農業に関し ては、当町の豊かな土地と 水資源、 優れた自然環

境の中で育ま れる 農作物や農業技術が、 地域農業の発展を 支える と と も に、

町民の生命と 財産を 守る 貴重な財産と なっ ており 、我が町と の協働・ 連携は、

福井県が進める「 次世代へつなぐ 、希望あふれる ふく いの食・ 農・ 環境計画」

の一役を 担う こ と ができ る も のと 考えており ま す。  

つき ま し ては、 次の事項について強く 要望し ま す。  

 

 

福井県の農業の情報発信、試験研究、技術研究、人材育成などを 

担う 農業総合施設を当町に整備 

 

 

 



２
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〔 交流文化部〕  

 

 

ハピ ラ イ ン ふく い今庄駅における 鉄道観光拠点施設の整備について 

 

 

北陸新幹線福井・ 敦賀開業に合わせ、こ れま で新幹線駅４ 駅の周辺整備に

加え、東尋坊（ 坂井市）、一乗谷朝倉氏博物館（ 福井市）、恐竜博物館新館（ 勝

山市）、 六呂師高原（ 大野市）、 レ イ ン ボーラ イ ン（ 美浜町・ 若狭町） など の

大規模観光地の開発、 さ ら に、 アリ ーナ整備（ 福井市） の計画が、 県も 参画

し て進めら れていま す。  

今後、県内の観光施設を 線と し てつなげ、さ ら なる 誘客や県内滞在時間の

拡大につなげていく ためには、新幹線駅と も つながる ハピ ラ イ ンふく い駅周

辺において、地域資源を 活かし た観光施設を 整備する 必要がある と 考えてい

ま す。  

ハピ ラ イ ンふく い今庄駅内には、日本遺産「 海を 越えた鉄道～世界へつな

がる  鉄路のキセキ～」 の構成文化財である「 給水塔・ 給炭台」 がある ほか、

徒歩圏内には「 Ｄ ５ １ 」 も 展示さ れていま す。 ま た、 町内には山中ト ンネル

や山中信号所跡、 大桐駅跡など の多く の鉄道遺産が存在し ていま す。  

さ ら に、今庄駅前には国の重要伝統的建造物群保存地区でも ある「 今庄宿」

や国指定重要文化財と なる「 旧京藤甚五郎家住宅」 も 有し ており 、 少し 足を

延ばせば「 板取宿」 や「 杣山城跡」 も あり 、 歴史・ 文化を 感じ る 一大観光拠

点と なり う る エリ アであり ま す。  

つき ま し ては、 次の事項について要望し ま す。  

 

 

１ 今庄駅における給水塔・給炭台などの鉄道遺産を活用した観光拠

点施設の県と町との連携による整備の促進 

２  全国に１ ５０万～２ ００万人いると 言われる鉄道ファン向けのイベン

トの継続的な開催 

 

 

担当課：  観光ま ちづく り 課 
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〔 健康福祉部〕  

 

 

公立医療・ 介護施設の安定的な運営を  

維持する ための財政支援について 

 

 

当町では、 中山間地域やへき 地における 公立医療・ 介護の拠点と し て、 ２

つの診療所（ 今庄診療所と 河野診療所） と 老人保健施設を 運営し ていま す。 

し かし ながら 、 近年の人件費・ 物価の高騰に加え、 築３ ０ 年以上が経過し

た施設の老朽化に伴う 修繕費や医療機器の更新費用が、町の財政を 大き く 圧

迫し ていま す。  

施設の運営に対する 国や県の補助金等は公立施設が対象外と なる ケース

が多く 、施設設備の整備に対する 国の補助金等は補助基本額や補助率が低く 、

独自の努力だけでは赤字経営から の脱却は困難な状況です。  

ま た、 民間医療機関は、 後継者不在によ り 廃院と なる 見込みであり 、 当町

における 地域医療・ 介護体制の維持には公立施設の存続が不可欠です。  

こ のよ う な中、令和８ 年４ 月から 今庄診療所（ 有床）と 河野診療所（ 無床）

と の連携強化を 図っ ており 、今後はオン ラ イ ン診療の実施や電子カルテの共

通化など 一体的な運営によ る 経営改善に取り 組んでいく と こ ろですが、こ の

ま ま では施設の運営継続が危ぶま れ、住民が必要な医療・ 介護サービ ス を 受

けら れなく なる 恐れがあり ま す。  

つき ま し ては、県独自の財政支援策を 講じ ていただき ま すよ う 、次の事項

について要望いたし ま す。  

 

 

１   人件費、燃料費、光熱水費、感染症対策費など、公立医療・ 介護施

設の安定的な運営に必要な経費に対する補助制度を創設 

２  老朽化した施設の修繕費や医療機器の更新費用に対する補助制度

を創設 

 

 

担当課：  健康福祉課 
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〔 健康福祉部〕  

 

 

地域医療体制、 およ び保健施策の充実について 

 

 

丹南医療圏は、 急性期患者の流出率が高く 、 医療資源（ 施設、 人材） が分

散し ており 、就業看護師数が県内で最も 少ないと いう 厳し い状況にあり ま す。 

地域において良質かつ適切な医療を 効率的に提供する ためには、現在の医

療機関等を 維持し ながら 、住民ニーズに応じ た地域医療体制を 構築する こ と

が重要ですが、医師・ 看護師等の高齢化や不足によ り 医療機関等の存続自体

が危ぶま れていま す。  

当町では、令和８ 年３ 月に福井大学と の包括連携協定を 締結し 、翌４ 月に

は「 南えちぜん家庭医療・ 地域医療研修センタ ー」 を 設立し て教育の機会提

供によ る 医師の確保およ び地方創生医療に取り 組んでいる と こ ろ ですが、今

後の医師派遣について見通し が立たない状況です。  

ま た近年、高齢者向けのＢ 類疾病予防接種については、対象拡充と ワ ク チ

ン費用の高騰によ り 事業費が増大する 一方、自治体が独自に自己負担分を 助

成し ている こ と から 、 財政負担が増加し ていま す。  

つき ま し ては、 次の事項について要望いたし ま す。  

 
 

 

１  地域医療・在宅医療に携わる人材の確保・育成を推進するとともに、

へき地診療所や医師少数地域への医師派遣体制を強化 

２  B 類疾病定期予防接種に係る地方自治体の負担を軽減するため、 

補助金等新たな公費助成制度を創設するよう 、国に対する働きかけ 

 

 

 

 

 

担当課：  健康福祉課 
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〔 未来創造部〕  

 

 

町内ハピ ラ イ ン ふく い線沿線駅の利便性向上について 

 

 

本町には、「 株式会社ハピ ラ イ ン ふく い」 が運行する 並行在来線が南北に

縦断し ており 、 町内には南条駅、 湯尾駅、 今庄駅及び南今庄駅の４ 駅が所在

し ており ま す。 こ れら の駅は、 買い物や通院、 ビ ジネス と いっ た町民の日常

生活に欠かせない交通手段である と と も に、当町に訪れる 観光客やイ ンバウ

ンド にと っ ても 極めて重要な役割を 担っ ており ま す。  

し かし ながら 、 南条駅、 湯尾駅及び今庄駅においては、 駅舎から 各ホーム

へ移動する 際に地下通路又は跨線橋を 利用する 必要があり 、高齢者や体の不

自由な方、さ ら には小さ な子ど も 連れの方にと っ て、階段の昇降が大き な負

担と なっ ており ま す。  

人口の約４ 割が高齢者である 本町にと っ て、こ の移動負担の解消は喫緊の

課題であり ま す。  

今庄駅においては、令和８ 年３ 月７ 日よ り 下り 線ホーム へ直接移動でき る

通路の供用が開始さ れ、 利便性の向上が図ら れたと こ ろ ではございま すが、

依然と し て、同駅の上り 線ホーム及び南条駅・ 湯尾駅の下り 線ホーム への移

動は階段に限定さ れており 、 バリ アフ リ ー化が喫緊の課題と なっ ていま す。 

つき ま し ては、 次の事項について要望し ま す。  

 

 

１ 中山間地域における並行在来線駅のバリ アフリ ー化の推進 

２ 鉄道事業者への積極的なバリ アフリ ー化の働きかけと連携強化 

３ 南条駅、湯尾駅及び今庄駅におけるバリ アフリ ー化に関する整備 

（ 設計等含む） に係る財政支援 

 

 

 

 

担当課：  みら い創造課 



福井
南越前

町内ハピ ラ イ ンふく い線沿線駅の利便性向上に関する 要望書＜図面＞

【 南条駅】

設置時期： 明治２ ９ 年７ 月

利用者数： ９ ２ ,７ ０ ０ 人／年

〈 課題／対策〉

下り 線ホームへ移動する 際の階段昇降によ る 身体的負担を解消する ため、 改札口から 直接下り 線ホームへアク

セス でき る 構内通路の整備や、 ス ロ ープの設置によ る 段差のない移動経路の整備確保。

【 湯尾駅】

設置時期： 昭和２ ３ 年９ 月

利用者数： ２ １ ,７ ０ ０ 人／年

〈 課題／対策〉

下り 線ホームへ移動する 際の階段昇降によ る 身体的負担を解消する ため、 改札口から 直接下り 線ホームへアク

セス でき る 構内通路の整備や、 ス ロ ープの設置によ る 段差のない移動経路の整備促進。

【 今庄駅】

設置時期： 明治２ ９ 年７ 月

利用者数： ３ ９ ,０ ０ ０ 人／年

〈 課題／対策〉

既にバリ アフリ ー化さ れた下り 線ホームと 同様に、 上り 線ホームにおいても 、 階段を使用せず

に直接移動が可能と なる 構内通路の整備やホームの段差解消等の改善に向けた施設整備の促進。

（ 状況）

町内に所存する ４ 駅は、 買い物や通院、 ビ ジネ

ス と いった町民の日常生活に欠かせない交通手段

である と と も に、 当町を 訪れる 観光客やイ ンバウ

ンド にと っても 極めて重要な役割を担っている 。

（ 課題）

高齢者や身体の不自由な方、 さ ら には小さ な子

ど も 連れの方にと って、 階段の昇降が大き な負担

と なっている 。

（ 要望要旨）

誰も が安全かつ円滑に駅施設を利用でき る よ う 、

利便性の向上に向けたバリ アフリ ー整備の推進に

係る 地域の実情に応じ た方針の提示なら びに当整

備にあたっての地方財政負担の軽減。

上り 線

下り 線

下り 線ホ ームへは改札から 直接移

動可能（ R8.3月設置）

上り 線ホーム へは跨線橋を 利用

上り 線

下り 線

下り 線

上り 線

上り 線

下り 線

下り 線ホーム へは跨線橋を 利用

下り 線ホーム へは地下通路を 利用

上り 線

下り 線

【 南今庄駅】

設置時期： 昭和３ ７ 年６ 月

利用者数： １ ,７ ０ ０ ５ ／年

状 況： 改札口から 下り 線ホームと 上り 線

ホームに直接移動でき る 構内通路

が整備さ れている

上り 線

下り 線

線路内に通路あり

８
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〔 未来創造部〕  

 

 

地域公共交通の維持・ 確保及び活性化に対する 支援について 

 

 

本町では、人口減少や高齢化の進行に伴い、地域住民の移動手段の確保が

重要な課題と なっ ており ま す。本町が運行する Ａ Ｉ オン デマン ド バス（ ら く

ら く おでかけバス ） については、 県の生活バス 路線維持対策事業補助金（ 市

町生活交通維持支援事業補助金） を 活用し ており ま すが、補助限度額は平成

20 年度から 据え置かれていま す。 一方で、 燃料費や人件費を はじ めと する

運行経費は近年の物価高騰を 背景に大幅に上昇し ており 、自治体負担は年々

増加し ており ま す。 こ のため、 地域公共交通を 安定的に維持する ためには、

社会情勢を 踏ま えた補助限度額の見直し など 、更なる 制度の充実が必要と な

っ ていま す。  

ま た、特に山間部や海岸部など の地域においては、著し い人口減少及び高

齢化が進行する 中、 町外へ直接移動でき る 公共交通手段が限ら れており 、当

該地域に住む学生や高齢者の日常的な移動手段の確保が課題と なっ ており

ま す。今後は既存交通の維持に加え、自家用有償旅客運送など 新たな交通施

策の導入も 見据えており 、 更なる 財政負担の増加が見込ま れま す。  

地域の実情に応じ た移動手段を 維持・ 確保し 、地域公共交通を 活性化さ せ

る ためには引き 続き 支援制度の充実が必要と なっ ており ま す。  

つき ま し ては、 次の事項について要望し ま す。  

 

 

 生活バス路線維持対策事業補助金（ 市町生活交通維持支援事業補

助金） の補助限度額引き上げ 

 

 

 

 

 

担当課：  みら い創造課 



10 

 

〔 健康福祉部〕  

 

 

障がい福祉施策の充実について 

 

 

 筋ジス ト ロ フ ィ ーやＡ Ｌ Ｓ （ 筋萎縮性側索硬化症） など によ り 、 常に介護

を 必要と する 方が住みなれた自宅での生活を 続ける には、食事や入浴介助の

ほか、昼夜問わず体位変換や排泄介助、喀痰吸引等の医療的ケアを 行う 必要

があり ま す。 し かし ながら 、 家族だけによ る ケアには限界があり 、 ホームヘ

ルパーが自宅を 訪問し 生活全般の介護サービ ス を 行う 「 重度訪問介護」 は必

要不可欠です。  

当町においては、重度訪問介護サービ ス を 提供する 事業所が令和８ 年４ 月

に開設さ れたも のの、ガソ リ ン価格の高騰や人材不足に加え、利用者が少な

い地域での採算性確保など の課題があり 、事業所運営も 大変厳し い状況にあ

り ま す。  

 ま た、 在宅の障がい者が利用する「 通所系サービ ス 」 については、 他市町

の事業所を 利用する 方も 多く 、 事業所によ る 送迎が不可欠と なっ ていま す。  

し かし ながら 、 送迎距離、 職員数や車両の保有台数、 ガソ リ ン価格の高騰

など の課題によ り 、 送迎でき ない地域があり 、必要なサービ ス 提供に支障が

出ていま す。  

つき ま し ては、 次の事項について要望し ま す。  

 

 

１  国に対し、重度訪問介護の基本報酬の引き上げや、夜間加算、距離 

に応じた報酬設定等、サービスの提供体制を確保するための報酬単価 

の見直しを働きかけ 

２   通所系サービ ス 事業における送迎加算の引き上げ、距離や送迎時

間に対応した加算額の見直し、車両購入に係る補助金等の導入 

 

 

 

担当課：  健康福祉課 
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〔 農林水産部〕  

 

 

鳥獣害対策に対する 支援の強化について 

 

 

当町では、侵入防止柵や捕獲檻の整備、ガバメ ン ト ハン タ ーと 捕獲隊員の

連携によ る 捕獲体制の強化に取り 組んでおり ま す。さ ら に、 本年６ 月には大

阪経済大学と 連携協定を 締結し 、Ａ Ｉ く く り 罠の研究開発や追い払いロ ボッ

ト の実証実験など 、 先進技術を 活用し た対策の導入を 進めており ま す。  

し かし ながら 、被害は依然と し て深刻であり 、ク マ等によ る 人身被害リ ス

ク の増大や、捕獲頭数の増加に伴う 埋設処理の負担増など 、 新たな課題も 生

じ ており ま す。  

ま た、令和８ 年度の関連予算は１ 億円を 超え、財政負担が増大する と と も

に、高齢化の進行によ り 集落によ る 防護柵の設置・ 維持管理が困難と なっ て

いる こ と から 、 対策の継続・ 強化のためには財政支援が不可欠です。  

こ のよ う な状況のも と 、本町と し ては、広域的かつ継続的な対策の強化と

と も に、地域の実情に応じ た実効性の高い支援体制の確立が不可欠である と

考えており ま す。  

つき ま し ては、 次の事項について要望いたし ま す。  

 

 

１ 侵入防止柵整備について、中山間地域の実情に応じた費用対効果分

析の算定方法の緩和 

２  大型獣（ ツキノワ グマ、ニ ホンジカ、イノシシ） の捕獲活動は危険を伴

う ため、止め刺し手数料や死骸処理手数料の助成上限単価の引き上

げ 

３  福井県特定鳥獣管理計画に基づくニ ホンジカの個体数調整の捕獲

強化と 関係市町への指導・支援 

 

 

 

担当課：  農林水産課 
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〔 農林水産部〕  

 

 

越前水仙の安定的生産と 産地再生に向けた支援について 

 

 

越前水仙は福井県の県花であり 、当町を 含む越前海岸は日本水仙の三大群

生地の一つと し て知ら れており ま す。こ の地域で栽培さ れる 水仙は「 越前水

仙」 のブラ ン ド 名で全国に出荷さ れており 、日持ちが良く 香り も 豊かである

こ と から 、 お正月を 彩る 花と し て高い評価を 得てま いり ま し た。  

ま た、厳冬の日本海に向かっ て咲く その姿は、本県の冬を 象徴する 風物詩

と し て広く 親し ま れており 、地域の歴史や自然環境と 深く 結びついた貴重な

文化的景観と し て、 国の重要文化的景観にも 選定さ れており ま す。  

一方で、越前水仙を 取り 巻く 状況は獣害の深刻化も 相ま っ て、生産基盤の

維持が困難と なっ ており ま す。  

こ のよ う な状況のも と 、当町では産地の維持・ 再生に向けた取組を 推進す

る 必要がある と 考えており ま す。  

具体的には、ま ず生産基盤の強化を 図る ため、休耕田と なっ ている 圃場を

整備する こ と によ り 、深刻化し ている 球根不足の解消に向けた優良球根の増

産と 越前水仙の栽培面積の拡大を 進め、生産基盤の再構築を 図る も のであり

ま す。 ま た、 地元企業や学生、 ボラ ン ティ ア等と 連携し ながら 、 生産・ 出荷

の体制づく り を 進め、次世代の生産者育成や新規就農者の確保につなげる と

と も に、越前海岸に広がる 越前水仙の景観を 復活し 、越前水仙を 核と し た地

域の活性化を 図っ てま いり たいと 考えており ま す。  

つき ま し ては、 次の事項について要望いたし ま す。  

 

１ 南越前町水仙復活プロ ジェクト（ 仮称） の推進に対する技術的支援 

および財政支援 

２ 水田転換地における生育課題の解決や、収量・品質向上に資する 

栽培技術の確立に向けた試験研究及び普及体制の強化 

 

 

担当課：  農林水産課 



・ 平坦地域での球根生産体制確立

・ 獣害被害の軽減

・ 南越前町の越前水仙出荷量１ ０ 万本達成

・ 海岸急斜面における 水仙畑の復活

・ 新たな担い手の育成・ 発掘
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〔 健康福祉部〕  

 

 

こ ど も ・ 子育て支援の充実について 

 

 

当町では、安心し てこ ど も を 産み育てら れる 地域社会の実現を 目指し 、保

育園等における おむつのサブス ク 制の導入、不妊治療に不育治療費助成を 追

加し た補助上限額の撤廃、 すみずみ子育てサポート 事業「 ふく 育さ ん」 の低

料金化など 、 切れ目のない子育て支援に取り 組んでいま す。 ま た、 こ ど も の

生活・ 遊び環境の変化を 踏ま え、国や県の支援を 受け新たなこ ど も の居場所

づく り に着手する と と も に、土曜保育の共同実施など 人口減少に対応し た児

童福祉施設の連携強化を 進めていま す。  

し かし ながら 、 近年、 猛暑日の増加やク マの頻繁な出没によ り 、 保育園等

の児童福祉施設における 園外活動の制限、保護者によ る 送迎対応、園内での

プール活動を 含めた外遊びの中止など 、子育て環境に大き な影響を 生じ てい

ま す。  

ま た、 急激な少子化や公共施設の老朽化に伴い、 多機能・ 集約化を 視野に

入れた適切な児童福祉施設の在り 方を 検討する 必要が生じ ていま す。  

今後は、こ れら の子育て環境の変化や施設の老朽化を 見据えながら 、 園外

での体験を 補う ための園庭整備を はじ めと する 安全な子育て環境の整備・ 維

持が不可欠であり 、 同時にこ れら を 支える 専門人材の確保、 安定し た財源確

保が課題と 考えており ま す。  

つき ま し ては、 次の事項について要望し ま す。  

 

 

１  地域の実情を踏まえたこどもの安全な遊び場環境の確保や維持に対する

財政的支援 

２  保育士の加配や保育補助者の配置など、保育士の負担軽減と保育人材確

保への継続的な支援 

 

 

担当課：  こ ど も ・ 子育て応援課 
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〔 土木部〕  

 

 

国道３ ６ ５ 号の消雪施設の整備促進について 

 

 

国道３ ６ ５ 号は、令和７ 年度福井県道路雪対策基本計画において、最重点

除雪路線に位置付けら れ、北陸自動車道や国道８ 号、国道３ ０ ５ 号と なら び、

異常降雪時でも ２ 車線以上の幅員を 確保する こ と と なっ ていま す。  

し かし 、平成３ ０ 年２ 月の豪雪時には、南越前町東大道～上平吹地係間に

おいて車両が通行不能と なり 、 渋滞が発生し ま し た。  

こ の状況を 改善する ため、福井県において令和元年度から 東大道～脇本地

係間（ 約１ ． ２ km） の消雪施設を 整備いただき 、 厚く お礼申し 上げま す。  

今後こ れを さ ら に延長し 、本路線における 冬期間の円滑な道路交通の確保

及び広域交流の促進、ま た、活力ある 地域社会と 良好な生活環境の形成を 図

る 必要がある と 考えていま す。  

つき ま し ては、 次の事項について要望いたし ま す。  

 

 

 

 

 

 国道 3 6 5 号 脇本～上平吹地係間( 約 1 .2 km ) の消雪施設整備の事業化 

 

※当区間は消雪に活用可能な水利（ 農業用水パイプラ インの冬季維持用水

分での水利権） が確保されている 

 

 

 

 

 

 

担当課：  建設整備課 
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〔 土木部〕  

 

 

国道３ ６ ５ 号栃ノ 木峠道路の早期着工・ 完成について 

 

 

国道３ ６ ５ 号は、石川県加賀市を 起点に福井県・ 滋賀県を 縦断し 三重県四

日市市に至る 、 産業・ 生活・ 物流はも と よ り 国土強靱化の観点から も 非常に

重要な路線であり ま す。  

し かし ながら 、「 栃ノ 木峠道路」 は冬期には長期の通行止めと なる ほか、

令和４ 年８ 月大雨など によ り 北陸自動車道、国道８ 号と の同時通行止めが頻

繁に発生する など 、 道路ネッ ト ワ ーク と し て十分な機能を 果たし ておら ず、

ト ンネル化を 含む３ ．８ ｋ ｍの区間の整備は喫緊の課題である と 認識し てお

り ま す。  

一方、福井県側では、板取地係の明かり 部において早期完成を 目指し た改

良事業が推進さ れており 、 大変心強く 、 感謝し ており ま す。  

昨年度には国直轄によ る 権限代行によ る 事業化が決定さ れたと こ ろ です

が、早期の工事着手に向けて、引き 続き 国への強い働き かけが必要であり ま

す。  

つき ま し ては、 激甚化・ 頻発化する 災害に備える と と も に、 年間を 通じ た

安全かつ円滑な道路交通の確保、そし て緊急輸送路と し ての機能強化を 図る

ためにも 、栃ノ 木峠のト ンネル化の早期実現のため、次の事項について要望

いたし ま す。  

 

 

 

 国道３６５号栃ノ木峠道路（ 国直轄事業） の早期工事着手のため、滋賀県と連

携し、国に対する要望を継続・強化 

 

 

 

 

担当課：  建設整備課 
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〔 土木部〕  

 

 

国道８ 号の強靱化について 

 

 

国道８ 号は、 関西・ 中京方面と 北陸・ 東北を 結ぶ、 産業・ 生活・ 物流はも

と よ り 、 国土強靱化の観点から も 非常に重要な路線です。  

し かし ながら 、災害や事故など の交通障害が多発する 区間が未だに残っ て

おり 、 特に南越前町大谷～敦賀市田結（ 約１ ５ ． ５ ㎞） においては、 急峻な

地形で、道路幅員も 狭く 急カーブや急勾配が続く こ と から 、 通行止めや交通

渋滞が発生し 円滑な交通の妨げと なっ ていま す。  

令和４ 年８ 月大雨時には、南越前町大谷において路肩崩壊や土砂流出が発

生し 、９ ２ 時間にわたり 全面通行止め（ 片側交互通行は２ ５ ９ 時間）と なり 、

交通のネッ ト ワ ーク が分断さ れ、 人流・ 物流に甚大な影響を 及ぼし ま し た。 

平常時、 災害時問わず、 本路線の安全かつ円滑な交通を 確保する こ と は、

広域的な課題と 考えていま す。  

つき ま し ては、 次の事項について要望いたし ま す。  

 

 

 

国に対して以下の要望を継続・強化 

１ 敦賀防災( 敦賀市挙野～田結間３.８㎞) の早期完成 

２ 大谷防災( 南越前町大谷～敦賀市元比田間５.１㎞) の早期着工 

と未事業化区間の早期事業化 

３ ８号防災のう ち、残る南越前町具谷区間( １.６㎞) の早期完成 

 

 

 

 

 

 

担当課：  建設整備課 
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〔 産業労働部・ 土木部〕  

 

 

日野川地区水道用水供給事業の供給単価の低減およ び 

補助制度の見直し に関する 国への要請について 

 

 

当町の水道事業は、 安全・ 安心な水道水の安定供給を 確保する ため、 平

成１ ８ 年１ ２ 月よ り 日野川地区水道用水供給事業から の受水を 開始し てい

ま す。  

当初は１ ㎥あたり １ １ ３ 円だっ た供給単価も 、 平成２ ３ 年度には９ ７

円、 令和３ 年度には９ ０ 円へと 段階的に引き 下げら れており 、 こ れま での

ご配慮に感謝申し 上げま す。  

し かし ながら 、 人口減少や節水機器の普及によ り 料金収入は減少を 続け

ている 一方、 老朽化に伴う 施設更新や耐震化と いっ た改修工事の本格化に

伴う 費用の増大によ り 、 経営環境は一層厳し く なっ ていま す。  

令和元年度には２ ０ ％の水道料金の引き 上げを 行い、 維持費など のコ ス

ト 削減にも 取り 組んでおり ま すが、 近年の物価高騰や人件費の上昇など に

よ り 、 当町の水道事業は依然と し て非常に厳し い状況にあり ま す。  

日野川地区水道用水供給事業においても 、 当町同様、 物価高騰等の影響

によ り 厳し い状況にある 一方で、 毎年のよ う に純利益が計上さ れている と

承知し ていま す。  

つき ま し ては、 水道施設維持のため次の事項について要望いたし ま す。  

 

 

１ 施設の適正化などコスト削減に努め、供給単価を低減 

２ 社会資本整備総合交付金に関して、補助率引き上げ、採択要件緩和など、

制度の見直しを行う よう 、国に対する要請 

 

 

 

 

 

担当課：  建設整備課 
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〔 教育庁〕  

 

 

多様な児童生徒が共に学ぶ環境の実現 

（ 教職員等の定数改善・ 充実） について 

 

 

 近年の社会・ 家庭環境の変化によ り 、 ヤングケアラ ー、 貧困家庭、 愛着障

害、学校不適応など 、個別の支援を 必要と する 児童生徒が顕著に増えており

ま す。  

 発達障害のある 児童生徒には、障害に応じ た特別な支援が求めら れており 、

誰一人取り 残さ れない教育の実現と 質の向上のためには、学校現場のき め細

かな指導体制の充実が不可欠です。  

 ま た、近年の不登校児童生徒数の増加や、一人ひと り が抱える 課題の複雑

化に伴い、限ら れた校内サポート ルーム 支援員の配当時間だけでは対応し き

れないケース が増えており 、町の財政負担によ る 支援員の時間延長を 行わざ

る を 得ない現状にあり ま す。  

 つき ま し ては、 次の事項について要望いたし ま す。  

 

 

１  学校教育法施行規則に基づき、通級指導のための教員を確実に配置、併

せて全校において正規教職員の確実な適正配置 

２ 特別支援学級の担任については、有免許者を配置することにより 、質の高

い支援体制を継続 

３  不登校の兆しのあ る児童生徒の居場所づくり のための校内サポート ルー

ム支援員配置事業について、実効性を高めるために配当時間の増加を図る

とともに、引き続き県単独事業として実施 

４ 国が定めたデジタル教科書導入後の授業支援アプリ や学習用ソフト の充

実に向けた財政的支援 

 

 

 

担当課：  教育委員会事務局 
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〔 教育庁〕  

 

 

「 国指定文化財保存活用等事業」 に対する 支援について 

 

 

当町には、 貴重な国指定（ 選定） の文化財が数多く 存在し ており 、 昨年８

月には、「 旧京藤家住宅」 が国の重要文化財に指定さ れ、 当町における 国指

定（ 選定） の文化財は７ 件目と なり ま し た。  

地域の歴史・ 文化の継承と 観光振興のために、こ れら の文化財の保存修理

や公開活用を 推進し ており 、こ れら の事業を 計画ど おり 進める ために、国庫

補助金およ び県費補助金の予算確保について要望いたし ま す。  

 さ ら に、史跡や名勝の整備事業にかかる 県費補助金の補助率６ 分の１ に応

じ た満額の補助交付を 受けら れる よ う 、 上限額の撤廃を 要望いたし ま す。  

 
 

 

 

１ 名勝「 おくのほそ道の風景地 湯尾峠」 整備事業 

２ 史跡「 杣山城跡」 整備事業 

３ 板取宿歴史的建造物等利活用促進事業 

４ 重要文化的景観「 越前海岸の水仙畑 糠の文化的景観」 保存活用事業 

５ 重伝建地区「 南越前町今庄宿伝統的建造物群保存地区」 保存活用等事業 

６ 重要文化財「 中村家住宅」 建造物保存修理事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

担当課：  教育委員会事務局 



令和８ 年度 南越前町重要要望位置図

Ｐ －１ ６ 国道３ ６ ５ 号栃ノ 木峠道路の早期着工・ 完成について

Ｐ －２ ０ 「 国指定文化財保存活用事業」 に対する 支援について

Ｐ －１ ５ 国道３ ６ ５ 号の消雪施設の整備促進について

Ｐ －１ ７

国道８ 号の強靱化

について

早期完成（ ８ 号防災）

早期完成（ 敦賀防災）

早期着工（ 大谷防災）

早期事業化（ 未事業化区間）

Ｐ －１ 南越前町への農業総合施設の整備について

Ｐ －３

ハピラ イ ンふく い今庄駅における

鉄道観光拠点施設の整備について

Ｐ －５ 公立医療・ 介護施設の安定的な運営を維持する ための財政支援について

Ｐ －９ 地域公共交通の維持・ 確保及び活性化に対する 支援につい

Ｐ －１ ０ 障がい福祉施策の充実について

Ｐ －１ １ 鳥獣害対策に対する 支援の強化について

Ｐ －１ ４ こ ども ・ 子育て支援の充実について

Ｐ －１ ８ 日野川地区水道用水供給事業の供給単価の低減およ び

補助制度の見直し に関する 国への要請について

Ｐ －６ 地域医療体制、 およ び保健施策の充実について

Ｐ －１ ９ 多様な児童生徒が共に学ぶ環境の実現

（ 教職員等の定数改善・ 充実） について

Ｐ －７

町内ハピラ イ ンふく い線

沿線駅の利便性向上について

Ｐ －１ ２ 越前水仙の安定的生産と 産地再生に向けた支援について


